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ブランツの＂＂
ひとたび監獄から逃れて、外の世界に
"dJの夢を実現するチャンスはあるのだろうか？

壁は、僕をおしつぶし

鎖は、僕を地上に

つなぎとめる

柵は僕を閉じ込め

ロープは、僕を地上に

しばりつける

お前自身であれ

話したり考えたりするな

自由であれ

笑ったり踊ったりするな

それが彼らの狙いだ

しかし、閉じ込められて

自由でいるのはむずかしい

出演／ギュンター・プルガー：Giinter Burger 
アンケ・ギュンツェル：Anke Giinzel 
ハインツ・タンドラー：Heinz Tandler 

製作・監抒・脚本／クリスチャン・ワグナー：Christian Wagner 
撮影／ハインツ＝ペーター・ガイスラー：Heinz-Peter Geissler 

ハインツ＝ギュンター・ウェパー：Heinz-Giinter Weber 
音楽／フロリアン・ミュラー：Florian Miiller 

1983年／旧西ドイツ／モノクロ／16ミリ／スタンダード／52分

配給：シネマ下北沢 配給協カ・宣伝：カマラド

いいねェ、ウジウジしてて。 •••村上淳さん（俳優）

ヌーヴェル・ウ7ーグ叫1いを紺9せ硝々U瀑佑囁いた倉戸

映画界次世代を担う若い監粁を集めて開催された'84第2回トリノ映画祭でレオス・カ

ラックス、アレックス・コックス、ジョン・セイルズらと共に紹介され、一際目を引く存在であ

った旧西ドイツの新鋭監抒クリスチャン・ワグナー（当時25歳）。日本では翌年のPFF

（ぴあフィルムフェスティバル）で紹介された彼の処女作「フランツの自由」が先頃日本

で公開された2作目「ワラー最後の旅」に引き続き劇場公開。

トィッ饒貢界扇持の霧貴代！！クリスチャン・ワグナー！！ 三一

弱冠25歳にして処女作品「フランツの自由」がトリノ映画祭をはじめ海外の映画祭で

高く評価され、続く2作目の「ワラー最後の旅」では、1989年ベルリン映画祭ドイツ映画

部門で、最優秀伐に値するドイツ映画批評家ハを受代、一躍その名を映画界に知ら
しめる。作品を重ねるごとに着実に映画の規模が大きくなるクリスチャン・ワグナー。ヴ

イム・ヴェンダースらニュー・ジャーマン・シネマの後を継＜凋i待の新世代として今ドイツ

映画界で最も脚光を浴びる。長編3作品目の芸術大作「トランスアトランテイス」も近々

日本での公開が予定されている。

細であるがゆえに偏つきやすい少年と少女

ドイツの刑務所。小さい頃から小さな罪を犯しては、刑務所を出たり入ったりの生活を

送っているフランツはある日脱走を決行する。途中、スクーターを盗み旅をするフランツ

は家出娘アントVアと出会い、彼女と共に工場跡地にあるトレーラーで生活を始める。

自分の意思をしっかりと持つアントVアにひかれながらも素直になれないフランツ。そし
てフランツを一歩引いて見つめるアントVア。二人は自由な時間を過こした。が、フラン

ツは本当の自由を手にいれてはいなかった。そんなフランツを見抜いたアントVアはフ

ランツが刑務所を脱走した本当の理由を問いただす。フランツは自分の過去そして望
みをアントVアに少しずつ語り始める。しかし冷たい現実が彼等の前に立はだかるの

だった・・・

この作品は、自主映画の良さである「客への媚のない「潔」」は持ちつつ、しかも、意外なことに自己満足に堕することなく、実に折り

目正しい誠実な印象を観客に与える。 •••すすきじゅんいちさん（映画監督）

この作品のストーリーを私はほとんど忘れてしまった。にもかかわらず私はこの映画を忘れていない。忘れてしまっても忘れない映

画も存在するのだ。 •••日比野幸子さん（フィルム・コーディネーター／冠杵ブログラム・ディレクター）

閉じ込めているのは誰だ？ひょっとして私たちは私たち自身を閉じ込めているのではないか。感性で考えろ！今なお新鮮な衝撃。

•••田中干世：子さん（映直評綸家）
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